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農
業
委
員
会
系
統
組
織
に
よ
る

「
新
・
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か

す
運
動
」
の
中
心
的
な
活
動
の
一
つ

で
あ
る
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
全

国
統
一
月
間
（
８
月
～
11
月
）
が
始

ま
り
ま
す
。
本
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」
の
中
で
、
食
料
の
生
産
基

盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効

利
用
の
促
進
、
意
欲
あ
る
多
様
な
農

業
者
へ
の
農
地
集
積
の
推
進
な
ど
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
担
う
役
割

は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
改
正
農
地

法
等
が
施
行
さ
れ
、
新
た
に
農
地
の

権
利
を
有
す
る
者
の
責
務
規
定
が
設

け
ら
れ
る
と
と
も
に
農
業
委
員
会
の

新
た
な
役
割
と
し
て
「農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
の
調
査
」
の
実
施
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
年
度
か
ら
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
月
間
に
行
う
「農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
農
地
の
利
用
状
況
調
査
と
し

て
位
置
づ
け
、
す
べ
て
の
農
業
委
員

会
の
必
須
の
取
り
組
み
と
し
ま
す
。

な
お
、
「農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」は
、
管

内
の
農
地
の
利
用
状
況
を
把
握
し
、

農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
市
町
村
が
実
施

し
て
き
た
耕
作
放
棄
地
の
全
体
調
査

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
と
一
体
的

に
実
施
す
る
こ
と
が
効
率
的
と
思
わ

れ
ま
す
。
各
農
業
委
員
会
に
お
い
て

「農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
す
る
際
に

は
、
事
前
の
推
進
会
議
等
で
実
施
時

期
を
明
確
に
定
め
た
上
で
、
実
施
方

法
の
徹
底
を
図
り
、
現
地
で
携
行
す

る
地
図
や
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
等

を
十
分
活
用
し
、
周
辺
農
業
に
及
ぼ

す
影
響
の
大
き
い
地
域
（
重
点
地
域
）

か
ら
順
次
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
農
業
委

員
会
に
備
え
付
け
て
い
る
「農
地
基

本
台
帳
」に
、
調
査
の
年
月
日
、
農

地
の
利
用
状
況
、
遊
休
農
地
の
指
導

状
況
な
ど
を
記
載
し
、
今
後
の
農
地

の
有
効
利
用
に
向
け
た
話
し
合
い
の

基
礎
資
料
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

農
業
会
議
と
し
て
は
、
農
業
委
員

会
の
活
動
を
対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
よ

う
な
各
種
関
連
チ
ラ
シ
や
情
報
誌
を

作
成
・
配
布
す
る
と
と
も
に
、
巡
回

指
導
等
を
通
じ
て
農
業
委
員
会
の
取

り
組
み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

（
写
真
提
供
：
鳴
門
市
農
業
委
員
会
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
が
ス
タ
ー
ト

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
が
本

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
６
月
末
時

点
の
加
入
申
請
は
全
国
で
約
１
３
２

万
件
（本
県
９
，
４
３
３
件
）で
あ
る
。

国
は
、
「昨
年
、
生
産
調
整
に
参
加

し
た
農
家
数
の
１
１
８
万
戸
以
上
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
米
の
需
給
が
締
ま

り
、
価
格
も
維
持
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
」
と
期
待
感
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
対
策
は
、
減
反
を
行
い
、
生

産
数
量
目
標
の
範
囲
内
で
コ
メ
を
作

付
し
た
場
合
、
そ
れ
に
対
し
て
10
ア
ー

ル
あ
た
り
１
５
，
０
０
０
円
が
支
給
さ

れ
、
ま
た
、
価
格
補
償
も
あ
る
。

減
反
を
調
整
水
田
や
不
作
付
け
で

実
施
し
た
場
合
は
対
象
と
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
米
粉
用
米
や
飼
料
用
米

に
取
り
組
む
農
家
も
あ
る
が
、
販
売

先
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
円

滑
な
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
米
粉

用
米
や
飼
料
用
米
の
積
極
的
な
取
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、

Ｊ
Ａ
・
全
農
の
集
荷
・
販
売
機
能
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｊ

Ａ
・
全
農
は
こ
の
機
能
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
米
粉
用
米
や
飼
料
用
米
に

取
り
組
む
農
家
の
負
担
軽
減
や
農
家

所
得
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

（
Ｋ
・
Ｏ
）



第
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回
農
業
委
員
会
統
一
選
挙
は

来
年
７
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
新

た
な
農
地
制
度
の
下
、
農
村
現
場
で

実
務
を
担
う
農
業
委
員
会
の
果
た
す

役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
農
業

委
員
会
活
動
の
更
な
る
活
性
化
に
向

け
て
、
情
熱
と
行
動
力
の
あ
る
多
様

な
人
材
が
登
用
さ
れ
る
環
境
づ
く
り

を
今
か
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
女
性
農
業
委
員
に
つ
い

て
は
、
国
の
「
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
（
第
２
次
）
」
に
お
い
て
「
２

０
２
０
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位
に

あ
る
女
性
の
占
め
る
割
合
が
30
％
程

度
に
な
る
よ
う
期
待
」
さ
れ
て
い
る

と
と
も
に
、
本
年
３
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
」
に
お
い
て
も
、
「
女
性
農
業

委
員
等
の
登
用
増
等
の
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
普
及
・
啓

発
等
を
実
施
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
会
議
で
は
、
現
在
県

下
11
名
の
女
性
農
業
委
員
を
倍
増
さ

せ
、
地
域
の
農
業
者
の
理
解
と
気
運

の
醸
成
を
図
り
、
「
女
性
農
業
委
員

ゼ
ロ
」
の
委
員
会
の
半
減
を
め
ざ
し

ま
す
。

ま
た
、
本
年
５
月
27
日
の
全
国
農

業
委
員
会
会
長
大
会
の
特
別
決
議
に

あ
る
「
女
性
農
業
委
員
１
農
業
委
員

会
あ
た
り
複
数
の
選
出
」
が
達
成
で

き
る
よ
う
各
段
階
に
お
け
る
積
極
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

と
く
に
現
場
の
農
業
委
員
会
に
お

い
て
は
次
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

と
し
ま
す
。

①

女
性
・
青
年
農
業
者
や
認
定
農

業
者
等
の
担
い
手
が
数
多
く
農
業
委

員
に
立
候
補
で
き
る
環
境
づ
く
り
と

機
運
醸
成
。

②

市
町
村
議
会
が
推
薦
す
る
選
任

委
員
へ
の
女
性
・
青
年
農
業
者
や
認

定
農
業
者
等
の
多
様
で
行
動
力
あ
る

人
材
の
登
用
に
向
け
た
市
町
村
長
・

議
会
議
長
へ
の
要
請
。

③

市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
農
業

関
係
機
関
・
団
体
へ
の
協
力
依
頼

④

系
統
組
織
が
作
成
す
る
啓
発
ポ

ス
タ
ー
等
の
活
用
に
よ
る
農
業
委
員

会
の
役
割
と
仕
事
の
Ｐ
Ｒ

⑤

農
業
委
員
会
だ
よ
り
や
市
町
村

広
報
等
を
活
用
し
た
農
業
委
員
統
一

選
挙
の
啓
発

晴
れ
の
受
賞
お
慶
び

平
成
22
年
６
月
３
日
、
県
庁
講
堂

で
平
成
22
年
度
徳
島
県
知
事
表
彰
の

授
与
式
が
行
わ
れ
、
牟
岐
町
農
業
委

員
会
大
谷
達
也
会
長
に
飯
泉
嘉
門
知

事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
会
長
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
に

牟
岐
町
農
業
委
員
会
の
選
任
委
員
に

就
任
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

長
き
に
わ
た
り
牟
岐
町
農
業
委
員
会

委
員
と
し
て
農
業
委
員
会
活
動
に
精

励
さ
れ
、
特
に
、
平
成
５
年
か
ら
現

在
ま
で
は
、
農
業
委
員
会
会
長
と
し

て
、
ま
た
徳
島
県
農
業
会
議
１
号
農

業
会
議
員
と
し
て
農
業
委
員
を
率
先

す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
農
地
行
政

の
執
行
と
円
滑
な
農
業
委
員
会
の
運

営
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
県
下
農
業
委
員
会
組
織

の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
世
話
役

と
し
て
、
「
集
落
営
農
」
の
組
織
化

や
条
件
不
利
地
域
と
い
わ
れ
る
中
山

間
地
域
農
業
の
振
興
・
発
展
と
農
業

者
の
地
位
向
上
に
果
た
し
て
き
た
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
大
谷
会
長
さ
ん
に
は
、

牟
岐
町
農
業
の
振
興
、
さ
ら
に
は
本

県
農
業
の
振
興
に
ご
尽
力
を
お
願
い

を
申
し
上
げ
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
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平成２２年５月２７日全国農業委員会会長大会より

【第６号議案】

第２１回農業委員統一選挙に関する特別決議（案）
～女性･青年農業者､認定農業者等の多様で行動力のある

人材を農業委員に～

来年７月（沖縄県は９月）、第２１回農業委員統一選挙が実施されるが、新

たな農地制度の下、現場で実務を担う農業委員会の果たす役割は極めて重

要であり、農業委員会活動の更なる活性化に向けて、情熱と行動力のある女

性・青年農業者、認定農業者などの農業関係者に加え、食農教育や農商工

連携を推進する観点から、地域住民や商工関係者など幅広く多様な人材の

選出・選任に向けた環境づくりを積極的に推進する必要がある。

とりわけ女性農業委員については、政府の「男女共同参画基本計画（第２

次）」において「２０２０年までに、指導的地位にある女性占める割合が少なく

とも３０％程度になるように期待し、各分野における取組を促進する」こととさ

れており、本年３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」において

も、「女性農業委員等の登用増等の目標を設定し、その実現のための普及・

啓発等を実施する」こととされている。

よって、われわれは、下記事項について組織一丸となって取り組むことをこ

こに申し合わせ、決議する。

記

１．農業委員会系統組織の役割と取り組み、農業委員選挙の意義等につい

て関係機関・団体をはじめ、農業者や住民等へ幅広く普及浸透を図ること。

２．女性・青年農業者、認定農業者等の立候補を促す環境づくりに努めるとと

もに、選任委員については、農業関係者だけでなく、意欲と情熱を持って地

域農業・農村の振興に取り組む地域住民や商工関係者など多様で行動力の

ある人材の登用が図られるよう、関係方面への働きかけを行うこと。

３．特に、女性農業委員については「１農業委員会あたり複数の選出」を、認

定農業者の農業委員については「全体の３割の選出」に向けて取り組むこと。

第
21
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
に
向
け
て

全国農業新聞の「レ
ディGO!―女性農業委
員がつくる女性のペー
ジ―」のページは、毎
月４週号、月１回のペー
ジとして、全国の女性
のみなさんの活動を
応援しています。



県名 加入申請件数 県名 加入申請件数

鳥取県 24,537 徳島県 9,433

島根県 28,264 香川県 31,237

岡山県 27,711 愛媛県 19,856

広島県 34,146 高知県 9,212

山口県 32,092 全国合計 1,319,277

戸別所得補償モデル対策の加入申請状況（速報値）

平
成
22
年
度
の
農
業
委
員
会
系
統

組
織
の
重
要
な
取
組
を
協
議
す
る
農

業
委
員
会
会
長
・
事
務
局
長
会
議
が

７
月
６
日
に
徳
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
、
県
下
各
地
の
農
業
委
員

会
か
ら
44
人
の
会
長
・
事
務
局
長
等

が
集
ま
っ
た
中
で
、
「
新
・
農
地
と

担
い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
の
実

施
や
平
成
23
年
度
徳
島
県
重
点
農
業

施
策
に
関
す
る
建
議
」
、
「
第
21
回

農
業
委
員
統
一
選
挙
へ
の
対
応
」
等

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
中
央
団
体
で
あ
る

全
国
農
業
会
議
所
か
ら
岩
崎
農
地
・

組
織
対
策
部
次
長
、
独
立
行
政
法
人

農
業
者
年
金
基
金
か
ら
は
光
内
理
事

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
農
業
委
員
会

組
織
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
期
待

さ
れ
て
い
る
役
割
、
農
業
者
年
金
制

度
の
概
要
と
３
カ
年
計
画
の
推
進
等

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

と
く
に
全
国
農
業
会
議
所
の
岩
崎

次
長
か
ら
は
、
改
正
農
地
法
の
事
務

処
理
や
農
業
委
員
会
の
体
制
整
備
の

た
め
に
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
「
農
地
制
度
実
施
円
滑
化
事
業

費
補
助
金
」
の
活
用
に
つ
い
て
詳
し

く
ご
説
明
い
た
だ
き
、
ま
だ
事
業
実

施
を
予
定
し
て
い
な
い
農
業
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
再
度
、
事
業
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
欲
し
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
と
し
て
も
、
５
月
下
旬
か

ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
巡
回
指
導
を

実
施
し
、
各
農
業
委
員
会
の
総
会
等

の
運
営
方
法
や
議
事
録
の
作
成
、
活

動
計
画
の
策
定
状
況
等
に
つ
い
て
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
補
助
事

業
の
実
施
に
つ
い
て
も
働
き
か
け
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
結
果
、
現
在
の
と
こ
ろ
約
半

数
の
農
業
委
員
会
に
お
い
て
「
農
地

制
度
実
施
円
滑
化
事
業
費
補
助
金
」

の
事
業
実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

今
後
も
各
種
会
合
等
や
農
業
委
員

会
へ
の
巡
回
指
導
を
通
じ
て
、
粘
り

強
く
事
業
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
は
、
「
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」
の
６

月
末
現
在
に
お
け
る
加
入

申
請
件
数
（
速
報
値
）
を
と

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

６
月
末
現
在
の
加
入
申
請
件
数
は
、

全
国
計
が
１
，
３
１
９
，
２
７
７
件
、
う

ち
徳
島
県
は
９
，
４
３
３
件
で
、
全
国

計
に
占
め
る
割
合
は
０
・
７
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

米
の
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
者
は
水

稲
共
済
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
要

件
で
あ
り
、
21
年
産
の
水
稲
共
済
加

入
者
は
、
全
国
計
で
１
，
７
５
５
，

７
６
３
戸
、
徳
島
県
は
１
５
，
４
４

６
戸
で
し
た
。

今
回
の
加
入
申
請
件
数
の
21
年
産

水
稲
共
済
加
入
者
数
に
占
め
る
割
合

は
、
全
国
計
が
７
５
．
１
％
、
徳
島

県
が
６
１
．
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
水
稲
共
済
加
入
農
家
の
中
に
は
、

小
規
模
で
制
度
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の

小
さ
な
農
家
や
制
度
の
対
象
と
な
ら

な
い
農
家
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
中
で
９
，
０
０
０
戸
を
超
え

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

中
国
四
国
農
政
局
徳
島
農
政
事
務
所

０
８
８
ー
６
２
２
ー
６
１
３
３
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農
業
委
員
会
会
長
・
事
務
局
長
会
議
が
開
か
れ
る

※中国四国各県の加入申請件数を抜粋（平成22年6月末現在）



農
業
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
構
想
で
は
、

徳
島
県
で
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展

に
役
立
つ
具
体
的
な
仕
組
み
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

構
想
１
は
、
「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
え
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り
」

で
す
。
こ
の
構
想
の
視
点
は
、
①
生

産
か
ら
消
費
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
機
会
を
作
り
出
す
、
②
生
産
し
て

販
売
す
る
だ
け
で
な
く
、
加
工
や
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ

と
で
利
益
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
、
③

生
産
、
加
工
、
販
売
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
セ
ス
の
各
分
野
の
プ
ロ
が
組
む

こ
と
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

次
の
３
点
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
「
と
く
し
ま
農
業
ビ

ジ
ネ
ス
支
援
機
構
」
の
設
置
で
す
。

農
商
工
関
係
団
体
や
食
関
連
企
業
、

流
通
業
者
、
金
融
機
関
な
ど
に
よ
り

「
支
援
機
構
」
を
設
置
し
、
経
営
プ

ラ
ン
の
策
定
支
援
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
企
業
の
農
業
参
入

支
援
な
ど
を
進
め
ま
す
。
２
点
目
は
、

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
と
く
し
ま
ネ
ッ
ト

マ
ル
シ
ェ
」
の
開
設
で
す
。
徳
島
な

ら
で
は
の
ネ
ッ
ト
市
場
を
開
設
し
、

徳
島
の
こ
だ
わ
り
農
産
物
や
加
工
食

品
の
ネ
ッ
ト
販
売
、
生
産
者
と
食
品

関
連
企
業
や
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
な

ど
実
需
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め

ま
す
。
３
点
目
は
、
「
と
く
し
ま
マ

ル
シ
ェ
」
の
開
設
で
す
。
徳
島
市
の

中
心
部
（
新
町
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
）

で
お
し
ゃ
れ
な
マ
ル
シ
ェ
を
開
設
し
、

こ
だ
わ
り
農
産
物
や
加
工
食
品
の
直

売
、
食
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
の
開

催
な
ど
、
生
産
者
と
消
費
者
や
レ
ス

ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
を
直
接
つ
な
ぐ
こ
と

で
新
し
い
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を

進
め
ま
す
。

構
想
２
は
、
「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を

担
う
人
材
育
成
」
で
す
。

こ
の
構
想
の
視
点
は
、
①
戦
略
的

な
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に
は
農
業

生
産
の
技
術
力
に
加
え
、
優
れ
た
経

営
力
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
な
ど
多

く
の
資
質
が
求
め
ら
れ
る
、
②
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
の
た
め
に
は
プ
ロ

の
農
業
経
営
者
を
育
て
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

「
プ
ロ
の
農
業
経
営
者
の
養
成
」
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
徳
島
県
立
農
林

水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
農
業

大
学
校
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
（
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
養
成
校
）

を
新
設
し
、
産
学
官
で
編
成
し
た
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
を
担
う
人
材
育
成
を
進
め
ま
す
。

構
想
３
は
、
「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
援
す
る
新
た
な
金
融
シ
ス
テ
ム
」

で
す
。
こ
の
構
想
の
視
点
は
、
①
農

業
金
融
の
立
ち
遅
れ
は
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
の
発
展
を
阻
害
し
て
き
た
要
因
の

ひ
と
つ
、
②
農
業
経
営
の
法
人
化
や

企
業
の
農
業
参
入
が
増
加
し
て
お
り
、

新
た
な
金
融
支
援
の
仕
組
み
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

次
の
２
点
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

１
点
目
は
、
「
と
く
し
ま
農
業
金

融
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
で

す
。
民
間
の
金
融
機
関
に
「
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
行
政
機

関
や
信
用
保
証
団
体
と
連
携
し
、
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
資
金
調
達
の

サ
ポ
ー
ト
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
金
融
情

報
の
発
信
を
進
め
ま
す
。
２
点
目
は
、

「
新
た
な
農
業
金
融
手
法
の
展
開
」

で
す
。
民
間
の
金
融
機
関
に
お
い
て
、

動
産
担
保
を
活
用
し
た
「
と
く
し
ま

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー
ン
」
を
創
設
し
、

農
業
経
営
者
や
農
業
参
入
企
業
の
金

融
ニ
ー
ズ
に
迅
速
な
対
応
を
進
め
ま

す
。以

上
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

産
学
官
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
、

徳
島
県
に
お
け
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の

活
性
化
と
徳
島
県
農
業
の
一
層
の
飛

躍
を
図
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
「
徳
島
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

基
調
講
演
は
、
農
事
組
合
法
人
和

郷
園
代
表
理
事
の
木
内
博
一
氏
か
ら

「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
戦
略
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
木
内

代
表
は
、
自
社
で
生
産
か
ら
加
工
・

流
通
・
販
売
ま
で
を
手
掛
け
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
農
業
も
、

生
産
を
ベ
ー
ス
と
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト

ア
ウ
ト
の
考
え
方
か
ら
脱
却
し
、
市

場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
作
る

側
が
需
要
を
掘
り
起
こ
す
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
の
発
想
に
転
換
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事
を
は

じ
め
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
り
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
泉
知
事
か
ら
は
「
農
業
人
材
の

育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
作
る
だ
け
で
な
く
生
産
か
ら
加

工
・
販
売
ま
で
一
体
で
で
き
る
体
制

を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
根
幸
二
徳
島
県
農
業
法
人

協
会
会
長
か
ら
は
「
付
加
価
値
の
高

い
徳
島
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
農
商
工

連
携
な
ど
に
よ
り
育
て
る
こ
と
が
重

要
」
、
梅
津
憲
治
大
塚
化
学
㈱
専
務

取
締
役
か
ら
は
「
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
成

功
の
た
め
に
は
、
栽
培
技
術
よ
り
も

売
る
技
術
の
向
上
が
大
切
」
、
近
藤

紳
一
郎
ス
タ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
代
表
取

締
役
か
ら
は
「
ネ
ッ
ト
販
売
は
ひ
と

つ
の
手
段
で
し
か
な
く
、
リ
ア
ル
店

舗
や
広
告
宣
伝
な
ど
マ
ル
チ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
同
時
に

展
開
す
る
こ
と
が
必
要
」
な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
徳
島
経
済
研
究
所
：
橋
本
賀
市
）
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徳
島
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
構
想

徳
島
経
済
研
究
所
は
、
２
０
０
９
年
５
月
に
、
産
学
官
の
専
門
家
で
構
成

し
た
「
徳
島
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
研
究
会
」
を
設
置
し
、
一
年
間
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
戦
略
や
そ
の
た
め
の
条
件
整
備
な
ど
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
成
果
を
「
徳
島
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

活
性
化
構
想
（
徳
島
ア
グ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
６
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
「
徳
島
県
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。



こ
ん
に
ち
は
。
日
本
政
策
金
融
公

庫
徳
島
支
店
農
林
水
産
事
業
で
す
。

蒸
し
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

本
日
は
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
５
年
間

の
実
質
無
利
子
制
度
及
び
、
今
年
10

月
か
ら
取
扱
い
が
始
ま
る
農
業
改
良

資
金
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
の
金
利
負
担

軽
減
措
置
に
つ
い
て

前
回
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
の
５
年
間
無
利
子
措
置

は
、
現
在
、
お
申
し
込
み
の
受
け
付

け
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
資
金
は
㈶
農
林
水
産
長
期
金
融

協
会
と
県
及
び
市
町
村
か
ら
借
入
当

初
５
年
間
の
利
子
助
成
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
実
質
的
に
そ
の
間
の
金

利
負
担
が
ゼ
ロ
と
な
る
も
の
で
す

（
県
及
び
市
町
村
の
利
子
助
成
が
な

い
場
合
一
部
有
利
子
）
。

農
地
や
農
業
施
設
の
取
得
、
経
営

規
模
の
拡
大
に
必
要
な
長
期
運
転
資

金
な
ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
場
面

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
限
り
の
措
置
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
資
金
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
改
良
資
金
の
取
扱
い
が
始

ま
り
ま
す

今
年
の
10
月
（予
定
）か
ら
、
こ
れ

ま
で
県
が
取
り
扱
っ
て
い
た
農
業
改

良
資
金
を
日
本
公
庫
で
取
り
扱
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
資
金
は
、
農
業
者
の
皆
様
の
創

意
工
夫
に
よ
り
新
作
物
や
新
技
術
を

導
入
す
る
場
合
や
、
農
畜
産
物
の
加

工
販
売
事
業
へ
の
取
組
み
と
い
っ
た

意
欲
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
す
る

無
利
子
の
資
金
で
す
。

農
業
改
良
資
金
は
認
定
農
業
者
以
外

（
認
定
就
農
者
、
集
落
営
農
組
織
な

ど
）
の
方
も
ご
利
用
で
き
る
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

資
金
の
ご
利
用
に
は
、
貸
付
審
査

が
伴
い
ま
す
。
審
査
の
結
果
に
よ
り

ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

詳
し
く
は
当
公
庫
農
林
水
産
事
業

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

10
月
14
日
～
16
日
に
ア
ス
テ
ィ
と

く
し
ま
で
開
催
さ
れ
る
『
徳
島
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
メ
ッ
セ
２
０
１
０
』

に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

も
参
画
予
定
で
す
。
会
場
で
皆
様
と

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

県
南
部
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会

主
催
に
よ
る
第
７
回
県
南
部
農
業
委

員
会
連
絡
協
議
会
が
７
月
８
日
小
松

島
市
保
健
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
県
南
の
５
農
業
委
員
会

（
阿
南
市
、
海
陽
町
、
牟
岐
町
、
美

波
町
、
那
賀
町
）
の
会
長
・
事
務
局

と
県
関
係
者
21
名
が
出
席
し
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。

開
会
に
あ
た
り
、
開
催
地
の
小
松

島
市
農
業
委
員
会
の
原
保
一
会
長
と

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
小

松
島
市
の
稲
田
米
昭
市
長
か
ら
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

当
連
絡
協
議
会
は
、
阿
南
・
那
賀

郡
・
小
松
島
農
業
委
員
会
連
絡
協
議

会
（
２
市
５
町
２
村
）
と
海
部
郡
農

業
委
員
会
連
絡
協
議
会
（
６
町
）
が

相
互
連
携
を
図
り
な
が
ら
農
業
委
員

会
活
動
の
積
極
的
な
展
開
を
促
す
こ

と
を
目
標
に
平
成
19
年
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。

今
回
の
会
議
で
は
「
平
成
22
年
度

事
業
実
施
方
針
等
（
案
）
」
に
つ
い

て
協
議
し
、
昨
年
12
月
15
日
に
一
部

改
正
さ
れ
た
農
地
法
に
よ
る
新
た
な

農
地
制
度
が
実
効
を
上
げ
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
農
業
委
員
会
活
動
や
審

議
の
透
明
性
・
公
平
性
、
来
夏
予
定

の
第
21
回
農
業
委
員
統
一
選
挙
に
お

け
る
女
性
農
業
委
員
や
青
年
農
業
者

等
の
多
様
な
人
材
の
登
用
に
向
け
た

環
境
整
備
、
農
業
者
の
公
的
な
利
益

代
表
機
関
と
し
て
役
割
な
ど
、
今
、

農
業
委
員
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
事

項
に
つ
い
て
会
員
相
互
で
連
携
・
協

調
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
研
修
事
項
に
お

い
て
は
、
県
農
業
会
議
の
大
塚
事
務

局
長
か
ら
「
農
業
委
員
会
系
統
組
織

を
め
ぐ
る
情
勢
と
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
基
調
報
告
を
受

け
、
農
業
委
員
会
活
動
の
重
要
性
に

つ
い
て
認
識
を
改
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
小
松
島
市
農
委

大
川
事
務
局
長
）
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日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店

農
林
水
産
事
業
農
業
食
品
課

０
８
８(

６
５
６)

６
８
８
０

第
７
回
県
南
部
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会
が
開
か
れ
る



場所 対象者

２０日 徳島県農業会議第３５８回常任会議員会議 徳島合同庁舎 会議棟ＡＢ会議室 常任会議員

２１日～２６日 アグリマネージメントスクール(農業簿記教室） 県内４カ所 農業者

２４日 平成２２年度第１回日本農業技術検定 ホテル千秋閣 雇用就農者

２６日～２７日 農業委員会活動実践事例打合せ会議 ホテル千秋閣 四国四県農業会議担当者

２７日 第３５８回理事会 都市センターホテル 理事県農業会議会長

２９日 外国人研修受入適正化支援事業担当者会議 東京：主婦会館 農業会議担当者

３０日 勝名地区農業委員会連絡協議会 石井町役場 勝名地区農業委員会関係者

　３日 徳島県農業委員会職員協議会役員会 ホテル千秋閣 職員協議会役員

　４日 経営支援社会保険労務士ネットワーク設立総会 東京：都市センターホテル 委嘱社会保険労務士

　６日 アグリマネージメントスクール(農業簿記教室） 上板町 農業者

１０日 阿南農地現地調査 阿南市 常任会議員

１１日 農の雇用事業研修会 徳島グランヴィリオホテル 事業採択農業法人等

１８日 徳島県農業会議第３５９回常任会議員会議 徳島合同庁舎 会議棟ＡＢ会議室 常任会議員

２３日～３１日 アグリマネージメントスクール(農業簿記教室） 県内７カ所 農業者

　２日～　３日 四国地区情報事業重点農業委員会研究集会 香川県内 農業委員会職員

　６日～　８日 平成２２年度農業委員研修会 県内３カ所 農業委員

１４日 農の雇用事業説明・研修会（松山会場） 松山市内 事業採択農業法人等

２１日 徳島県農業会議第３６０回常任会議員会議 未定 常任会議員

２５日 新･農業人フェアー 東京：池袋サンシャイン 新規参入希望者

９月

徳島県農業会議等の行事予定
会議等の行事予定

７月

８月

単位：㎡

住　　宅 植　　林 倉　　庫 資材置場 駐車場 農用施設 道　　路 工　　場 砂利採取 その他 合　　計

４月 6,703 2,764 525 5,152 4,433 1,918 19 0 0 5,905 27,419

５月 10,919 0 2,248 7,745 3,760 0 50 0 0 6,584 31,306

６月 9,411 2,817 1,066 6,283 4,178 1,071 127 0 0 1,803 26,756

合計 27,033 5,581 3,839 19,180 12,371 2,989 196 0 0 14,292 85,481

農地法第４条・第５条転用許可の面積

農
地
転
用
許
可
制
度
の
手
引

待
望
の
最
新
版
！

農
地
転
用
許
可
制
度
の
し
く
み
、
許

可
の
基
準
や
手
続
き
な
ど
、
制
度
全

体
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
平
成
21

年
の
農
地
法
改
正
を
反
映
さ
せ
た
最

新
版
で
す
。
関
係
す
る
通
知
、
農
地

法
・
同
施
行
令
・
同
施
行
規
則
（
抄
）

三
段
表
も
掲
載
。
農
業
委
員
・
農
業

委
員
会
の
必
携
の
手
引
書
で
す
。

定
価

９
０
０
円

規
格

B5
判

１
１
４
頁
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全
国
農
業
新
聞
の

普
及
拡
大
を

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の
公

的
利
益
代
表
機
関
で
あ
る
農
業
委
員

会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
週
刊
の
農

業
専
門
紙
で
す
。
農
業
委
員
と
農
業

者
、
農
業
者
と
地
域
住
民
・
消
費
者
、

農
村
と
都
市
の
絆
を
強
め
る
た
め
の

「
か
け
は
し
」
と
し
て
、
普
及
・
拡

大
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

購
読
料

月
額

六
百
円

発

行

毎
週
金
曜

お
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

あ

と

が

き

「口蹄疫」義援金について

農業委員会系統組織として宮崎県で発生した口蹄疫に

対する義援金の募金活動を実施しましたところ、本県で

は市町村農業委員会と県農業会議で、２８０，６００円

募金が集まりました。全国農業会議所を通じて宮崎県の

東国原知事さんに寄付されましたので，お知らせ致しま

す。ご協力を頂き誠にありがとうございました。

徳島県農業会議へのお問い合せ
TEL（088)621-3054 fax（088)655-8364
URL http://www.tokukaigi.or.jp
mail home@tokukaigi.or.jp

新
刊
農
業
図
書
紹
介

徳
島
県
農
業
会
議
常
任
会
議
員

会
議
で
処
理
し
た
農
地
法
第
４
条
・

第
５
条
の
転
用
許
可
面
積
は
左
表

（
４
月
～
６
月
）
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

全国農業図書は、農業委員・
農業者のための優良図書で
す

農地や農業経営、農政など
に関する実務書や解説書、
リーフレットをはじめ、農
業を始めたい人、農業や食
に関心を持つ人のための書
籍などを取り揃えておりま
す。


